
「堤体の安定計算システム Ver2.0」 （主な機能Up 内容）  
①傾斜遮水ゾーン型の場合の「浸潤線の算出方法」を「ため池整

備整備（H18/2）」に準拠しました。 
Y0の算出式が Y0＝ｑ/K2（q：浸透流量）となっています。 

②基礎地盤の入力で、座標点による入力機能を追加しました。 
③表面遮水型の場合、浸潤線の算出方法を指定（4 タイプ）できる

ようにしました。（・浸潤線を考慮しない・傾斜遮水型として計

算・均一型として計算・その他）から選択が可能。 
④浸潤線の修正画面で「クリップボードから貼り付け」ボタンを追

加、Excel 等で作成した浸潤線座標データを容易に読み込むこ

とが可能となりました。 
⑤機能の拡張によりプロテクト方式について、HASP（USB）仕様

（専用）としました。 
⑥その他計算書等の一部を変更  
上記改定内容の詳細は、添付資料または弊社までお問い合わせ下さい。 

お客様各位 
 
 
                                        
    

拝啓 貴社ますますご清祥の事とお喜び申し上げます。 
また平素は格別のお引き立てを受け賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、ご利用頂いております「堤体の安定計算システム Ver1.3」につきまして、この度「ため池整備（平

成18 年2 月度）」の対応版として、また基礎地盤の座標入力機能や表面遮水型への浸潤線対応等の改良を行
い「堤体の安定計算システムVer2.0」としてリリースさせて頂く事となりました。 
つきましては、是非この機会にVerUp商品をご検討頂けます様お願い申し上げます。        敬具   

 ●「堤体の安定計算システムVer1.3」→「堤体の安定計算システムVer2.0」の機能Up 内容        
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
 

 
 

 ●お申し込み （下記項目へ必要事項ご記入の上、ＦＡＸにてお願い致します。）              

 FAX No. ：06-6125-2233 ／（株）ＳＩＰシステム 宛て 

堤体の安定計算システムVer2.0 （バージョンアップ）の申込書 
                                                          申込日：平成   年   月   日 

御 社 名  ご担当者名  

〒 部 署 名  
ご 住 所 

 
ご連絡先 Tel No.  Fax No.  

支払いに関するお願い 
注文月末締めの翌月末現金振込みでお願いしております。 
（異なる場合は、貴社支払い条件を右欄へご記入下さい。）  

現在キーディスクＦＤ（3.5”）を 
ご使用の場合 

￥31,500-（税込）/本 
（プロテクト HASP（USB）にてご提供） 

本

商 品 名 
堤体の安定計算システムVer2.0
新規ご購入￥189,000-（税込） 
（ﾌﾟﾛﾃｸﾄ仕様：HASP（USB）を含む価格） 

旧商品プロテクトと交換となります。 
現在既に HASP（USB）を 

ご利用の場合（含むネット認証） 
￥21,000-（税込）/本 

（新トHASP（USB）提供、旧HASPと交換）
本

旧商品の取り扱い
につきまして 

・旧商品のプロテクトキー（キーディスク FD および HASP）は新プロテクト HASP（USB）と交換となります。 

・本商品の VerUp に伴いまして、旧商品のメンテナンス保守期間は H19/6/30 までとさせて頂きます。 

・上記VerUp 費用のお申し込み期間は、上記保守期間内とさせて頂きますことをご了承下さい。 

（株）ＳＩＰシステム 大阪事務所  
〒542-0081 大阪府大阪市中央区南船場1-18-24-501 TEL：06-6125-2232 FAX：06-6125-2233 

ＵＲＬ：hｔｔｐ：//www.sipc.co.jp   Mail：mail＠sipc.co.jp 
 

 土地改良事業設計指針「ため池整備（平成18 年2 月）」対応および機能改訂版Ver1.3→Ver2.0 



算出式が変更 → 

ｑ（浸透流量）を応用 → 

堤体の安定計算システム Ver2.0 の主な機能改定内容 
                                                                  （株）ＳＩＰシステム/技術サービス 

① 傾斜遮水ゾーン型の場合の「浸潤線の算出方法」を「ため池整備整備（H18/2）」に準拠。 
Y0の算出式が Y0＝ｑ/K2（q：浸透流量）となり、浸透流量より求める式に変更。 

 

② 基礎地盤の入力で、座標点による入力が可能となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



③ 表面遮水型の場合、浸潤線の算出方法を指定できるようにしました。 

   4 タイプ（・浸潤線を考慮しない・傾斜遮水計算・均一型として計算・その他）から選択が可能としました。 
 

① 浸潤線を考慮しない。 

：浸潤線を考慮しないで計算を行ないます。 

② 傾斜遮水ゾーン型として考慮する。 

：浸潤線の計算を「傾斜遮水タイプ」の手法で行な   

います。透水係数を入力します。 

③ 均一型として考慮する。 

：浸潤線の計算を「均一型」の手法で行ないます。 

④ その他 

   ：浸潤線の計算を一旦「均一型」の手法で計算を行 

    い、その座標値を修正し適用、計算書は座標値の    

み出力します。 

 

④ 浸潤線の修正画面で「クリップボードから貼り付け」ボタンを追加、Excel 等で作成した浸潤線座標データを容易に読み 

込みが可能となりました。 

 

⑤ 機能の拡張によりプロテクト方式について、キーディスクＦＤ方式を廃止し HASP（USB）方式（専用）としました。 

従来プロテクト方式をキーディスク（3.5”ＦＤ）方式とＨＡＳＰ（USB）方式 
の何れかを選択できるようにしておりましたが、機能の拡張による計算スピード 
の向上や操作性を考慮し、本商品（Ver2.0）からHASP（USB）方式（専用）と 
させて頂きました。 

 

Excel等で浸潤線の座

標値を算出し提体で

読込む前にコピー処

理しておく → コピー処理した後、提

体側で、「クリップボ

ードから貼り付け」ボ

タンをクリックする

と、座標値が読込まれ

る → 


